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東大寺再建に使われた徳地材
　山口市徳地の材木には、長年の歴史があり、約
800年前、東大寺再建の任に就いた重源上人は、用
材を求め全国の森の情報を集めた末、徳地にたどり
着きました。当時、徳地から奈良に送られた用材は、
檜を中心に杉や松を合わせて約1000本にものぼり、
切り出しから運送までを村人総出で行いましたが、
大量の立派な巨木を山から降ろし、奈良まで運ぶの
には、大変な労力を要しました。そこで、重源上人
は、中国で学んだ最先端の土木技術を駆使して木材
を降ろし、筏（いかだ）
を組んで瀬戸内海を渡
るという方法で、用材
を送り届けました。こ
うして、徳地の森で生
まれた貴重な巨木が、
世界的な木造建築に生
まれ変わりました。

徳地の製材、木材販売事業者が連携して施設設置
　当組合は、戦後、営々と造林、保育されてきた旧
徳地町を中心とした佐波川流域の森林資源は、21世
紀の主伐期に向け着実に充実しつつある一方、地域
内森林資源の活用を担う、製材業者、木材販売業者
等は、木材需要の減退や製品価格の長期低迷、外国
産材との競合の激化等により、その経営は極めて厳
しい状況に置かれていました。このような状況下、
今後、充実する森林資源を有効に活用することによ
り、地域社会に貢献し、木材産業の振興を図るには、
需用者ニーズに適応した木材製品を効率的、安定的
に低コストで供給するシステムの整備が必要になっ
ていました。このため、地域内における中小、小規
模事業者が集まり、地域内で大量に排出される木材
の廃材を燃料とする、木材乾燥用の木屑焚ボイラー
施設並びに木材
の加工場を設置
し、加工事業を
行うことを目的
に設立されまし
た。
　この施設は、
木材加工流通施

木材乾燥用の木屑焚ボイラー施設の共同事業を展開

設整備事業補助金を受けて設置し、約4000㎡の土地
を造成し、ボイラー木屑自動供給装置１基、木材乾
燥機（20㎥と50㎥）５基、木焚ボイラー（蒸発量
3000㎏/h）１式からなる施設で、フル稼働で月に
585㎥の木材の乾燥が可能で梁や桁材も十分に乾燥
することが出来る施設です。

公共施設における県産木材の利用促進
　平成23年、山口県では、公共分野における県産木
材の利用拡大を図り、県産木材の地産地消の取り組
みをさらに進めるため、公共建築物等における木材
利用の推進方向を示す方針が策定され、平成26年度
の実績として、建築工事で木造化及び内装木質化な
ど木材利用が図られた施設のうち、６割にあたる39
施設が県産木
材を利用され
る等、公共施
設での県産木
材の利用が促
進されており
ます。

徳地材のブランド化に向けて
　ハイテク時代の中、この時代こそ[木心]木のぬく
もりで人の心を温かく和ませる効果のある木材を大
いに活用する時代だと思います。健康に自然食品が
重宝されると同様に、住まいにも自然の木造住宅で
心身ともに健康な人生が楽しまれます。
　最近は、学校建築も鉄筋コンクリート造りから木
造住宅が見直され、子供の健康と情操教育に大いに
役立っています。当組合は徳地地域の木材のブラン
ド化を目指して、良質の山口県産材の普及にむけて
日夜努力されています。

徳地材生産協同組合

【組合概要】
　○　理 事 長：高菅　浩明
　○　組合住所：山口市徳地八坂700
　○　☎ 0835-56-5005  FAX 0835-56-1005
【組合の主な活動】
　共同加工、共同購買事業

徳地材生産協同組合

いま、これを伝えたい！

シリーズ
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特　　集

　山口県中央会中小
企業振興会では、山
口県中小企業団体中
央会と共催し、８月
2日㈫、県東部会場
としてホテルサン
ルート徳山（周南
市）、８月3日㈬、
県西部会場として山
口グランドホテル
（山口市小郡）で、『労
働安全対策セミナー
～訴訟事例に学ぶ！業務災害と会社の責任～』と題
したセミナーを、中央会事業である組合等活性化支
援事業を活用して開催し、延べ60名の方が出席され
ました。
　本セミナーは、「労働安全対策」の必要性につい
て、近年、精神障害の労災認定件数が増加傾向にあ
るなど、うつ病をはじめとした心の病気の増加が社
会問題となっており、昨今では、使用者側が従業員
から訴訟を起こされ、多額の損害賠償を請求される
といったケースも少なくないことから、従来の負傷
による業務災害における会社責任と併せて、実際の
訴訟事例を元に、会社の「安全配慮義務とは何か？」
をわかりやすく解説し、特に、「使用者側の防衛策」
について、情報提供する趣旨で実施しました。
　講師は、周南市を中心に活躍されている、弁護士
　清木　敬祐　（せいき　けいすけ）氏で、次のポ
イントに着眼し、とてもわかりやすく説明され、実
は、身近なところで多くの賠償事案が増えているこ
と、想定できない訴訟理由が潜んでいること、など、
使用者側の防衛策の必要性について話されました。

　【着眼のポイント】
１ 　労災事故件数は、どの業種が多いと思いま
すか？　実は、第三次産業が最も多いんです！
２ 　労災事故と交通事故とを比較することで、
どのような対策が必要かも見えてくる！
３ 　そもそも労災保険とは？労災保険に入って
いるから安心と思っていませんか？
４ 　業務上の災害における使用者の責任範囲を
知っていますか？
５ 　訴訟事例「業務上災害」「メンタルヘルス」「高
額賠償」「過失相殺」で理解を深めましょう！

　結論として、清木弁護士からは、「労災事故と交
通事故との比較においても、労災事故は、①使用者
の責任が予想以上に広いこと、②そして、労災保険
に頼り切りになるのは不安も多いこと、③そのため、
自動車には任意保険をかけるように、事業には、使
用者賠償責任補償特約をつけるなど、業務災害保険
等に入り、その不安を払拭する手立てを考えること
が必要です！」と結ばれました。
　これを受け、当会としても、会員限定の団体割引
制度を活用して、比較的負担を少なく加入できる業
務災害補償があることを紹介し、その制度概要につ
いて補足説明をしたところ、詳細の話を聞いてみた
いといった声を聞くことができ、見積やメニューの
提案等をさせていただくこととしました。
　その他、業務改善助成金、無料の専門家派遣事業、
経営力向上計画策定のメリット等、会員にとって関
心の高い情報を提供し、盛会裡のうちに終了しました。

特集 「労働安全対策セミナー」を開催！
　　　～業務災害と会社の責任について、理解を深める！～

周南会場 小郡会場

講師　清木敬祐弁護士
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　７月29日㈮、組合『創立60周年記念式典』が日立
製作所の役員等多数参加のもと盛大に開催されまし
た。当組合は昭和31年（1956年）に設立、組合員は
31名。弘中理事長からは、「組合員は長い年月をか
け継承、洗練させてきた固有の技術を所有しており、
日立笠戸グループのものづくりに貢献しています。
今後も国内外の様々な業界のお役に立てるよう尽力
したい。」との挨拶があり、日立製作所の鉄道ビジ
ネスユニットＣＯＯの正井執行役常務より『日立の
鉄道ビジネス展開について』と題して記念講演があ
りました。

組合等ニュース紹介

　７月20日㈬、中国経済産業局中小企業課の担当官
をお招きし、山口県中小企業団体中央会青年部の役
員や中国各県の中央会青年部の役員とで、意見交換
会を開催しました。
　これは、中小企業の支援施策の立案等の際に、地
域の中小企業の意見を反映して貰うことを狙いに開
催しました。山口県の若手経営者や他県の若手経営
者から、自社の事業紹介や課題等についての説明が
あり、国への要望として「新規従業員等の雇用確保
が厳しい現状から、新規学卒者等の就職の際に中小
企業にも目が向くようなＰＲをお願いしたい」等の
意見が出されました。

山口県中小企業団体中央会青年部
 （部長　山田　泰史）

中国経済産業局との意見交換会を開催

　７月20日㈬、山口祇園祭の初日には八坂神社から
お旅所まで神輿が裸坊に担がれ街を練り歩きました。
この日、中市、米屋町、道場門前商店街では『夏の
夜市』が開催されました。昔ながらの輪投げ、射的、
金魚すくいなどが催され、子ども達は胸躍らせゲー
ムに夢中でした。各店夜９時半まで営業を延長して
おり、大人達にも懐かしさを覚えるワクワク空間の
中で、夕涼みをしながらゆっくりとショッピングと
食事を楽しみました。

中市商店街振興組合 （理事長　森生信雄）
協同組合米屋町振興会 （理事長　藤本利明）
山口道場門前商店街振興組合 （理事長　北條栄作）

『夏の夜市』を開催！

　７月30日㈯、山口市の山口県セミナーパークで、
本会の組合等活性化支援事業を活用し、足場の組立
て等の特別教育講習会を開催しました。
　足場からの転落・墜落による労働災害は多く発生
しており、死亡災害も少なくない。こうした現状を
踏まえ、足場からの転落・墜落災害を防止するため
労働安全衛生規則が改正され、昨年７月１日より施
行されました。
　講習会では、講師から「足場の組立図を作成し、
足場の組立て等作業主任者の能力向上を図り、足場
で作業を行う労働者などの安全衛生意識の高揚を図
るなど、足場からの墜落防止のためのより一層の取
り組みをお願いしたい」と強調されました。

山口県室内装飾事業協同組合
 （理事長　古野　訓章）

『足場の組立て等の特別教育講習会』を開催

ボール投げ

日立笠戸協同組合
 （理事長　弘中　善昭）

『創立60周年記念式典』を開催！
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「会社を存続させるための事業継続戦略」を学ぶ
　８月18日㈭、山口市の山口県セミナーパー
クで、ＢＣＰ（事業継続計画）の普及推進を
目的としたセミナーを開催しました。
　本セミナーは、「あらゆる危機に備え、会
社を存続させるための戦略づくりプロジェク
ト」の一環として開催し、ＢＣＰを活用し、
災害への備えだけでなく、日ごろから強い会
社づくりを進める方法を学ぶものです。
　講師のセコム山陰株式会社　中谷営業企画
室長からは、①熊本地震の被災地で現地調査
したことで見えてきた事業継続上の課題、②
ＢＣＰの基本概念に加えて、企業経営の課題
をＢＣＰでどのように解決していくのか、③
BCP策定に取り組まれた企業の取組事例のご紹介、④平時も非常時にも強くなるＢＣＰを構築するための
ステップ等について話がありました。
　受講者からは「平時と事業継続戦略の双方を考え、組み合わせることによるメリットを考える機会となっ
た。」といった声が寄せられました。
　本プロジェクトでは、９月に２回のセミナーを開催し具体的に計画の策定を行うこととしています。

組合等ニュース紹介

　８月６日㈯、熊毛郡田布施町の田布施地域交流館で、
恒例の『ギンギラ夏まつり』が開催されました。「か
き氷2000食先着無料サービス」、「レシートで引ける
スーパークジ」、「じゃんけん大会」などのイベント
や「焼きそば」、「金魚すくい」
など縁日を思わせるたくさん
の露店が並び、夏休み真っ最
中の大勢の子供たちがくりだ
し、元気な声でじゃんけんを
し大きなお口で焼きそばをほ
おばりました。
　当組合では、“交流館と地
域が共に賑わうように” 特色
あるたくさんの
町おこしイベン
トとして、秋に
は、新米祭り、
稲刈り体験等を
予定されていま
す。

協同組合田布施地域交流館
 （理事長　守田　英正）

『ギンギラ夏まつり』を開催

　８月６日㈯と19日㈮、防府市の企業組合燦・燦で、
『親子料理体験』が開催されました。集まった親子は「牛
への餌やり」、「カッテ̶ジチーズ」と「ミルクもち」
づくり、「青竹でそうめん流し」等を体験し、「牛乳
を使ったお料理とおやつ」を味わいました。
　当組合は、池田牧場のしぼりたての新鮮な牛乳や
近隣の農産物を使って、農家レストラン「ミルクキッ
チン燦・燦」とし
て平成26年12月に
オープンし「やま
ぐち食彩店」に認
定されました。ま
た、防府市の中心
商店街で開催され
る『鍋１－グラン
プリ』では３連覇
を達成した料理自
慢の企業組合で
す。

企業組合燦・燦
 （理事長　池田　静枝）

しぼりたての牛乳を使った
『親子料理体験』を開催

金魚すくい　ヨーヨー釣り

しぼりたての牛乳入りパン

「カッテージチーズ」づくり
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景況動向

岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

業種別の景況
業　　　種 前年同月比 前月比

製

造

業

食 料 品 →

繊 維 工 業 →

木 材 ･ 木 製 品 →

印 　 刷 →

窯 業 ･ 土 石 製 品 →
一 般 機 器 →
輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →
小 売 業 →

商 店 街 →

サ ー ビ ス 業 →
建 設 業 →

運 輸 業 →
そ の 他 →

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 

－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

　７月の業種別景況の前月比ＤＩ値は、好転が
５業種、昨年同等が８業種、悪化が１業種の結
果で、猛暑と夏季需要が関連する業種で売上や
収益状況が少し好転している状況である。
　受注がままならない状態が続いている業種も
多くあるが、輸送機器のように受注が好調な業
種もある。
　また、人員・人材不足についてあらゆる業種
から報告されている。
　中小企業の景況感は、今現在は前年度とほぼ
同等とみているが、景気の先行きについて懸念
している。

月次景況調査結果
※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合

（表については、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

平成28年７月期
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景況動向

情報連絡員報告

製

造

業

食 料 品
○　各店、来店頻度と客単価を上げるため趣向を凝らしているが、長雨と猛暑で客足が鈍かっ
た。防府市や萩市では大河ドラマ効果は無くなった。 （パン・菓子製造業）

○　７月売上は速報値で対前年同月比▲10％。対前年同月比のマイナス幅が徐々に緩やかに
なってきている。 （水産食料品製造業）

繊 維 工 業
○　主力販売取引先のキャンペーン分の追加発注により受注が増加し、１月末まで受注量が
ある。中途、高卒の採用は今年だけでなく来年も困難な状況。 （下着類製造業）

○　秋物商品の製造企業は仕事もあり売上も上がっているが、販売企業の店頭で商品の動き
が悪く売上も低迷。量産製品が特に売れていない状況。 （外衣・シャツ製造業）

木 材 ・
木 製 品

○　発注予定の公共工事に使用する製材を行っており徐々に操業度も上がってくる見込み。
離職者が多い組合員もおり人員確保に苦労している。 （製材業・木製品製造業）

印 刷 ○　昨年受注の大きい物件が今年は他社に取られ、それに代わる物件も見当たらず、売り上
げが減少。 (印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　生コンの出荷量は、前月比109％、前年同月比82％。例年、年度当初の出荷量は年度末
に比較して減少する。 （生コンクリート製造業）

○　公共工事がほとんど無くなり民間の工事が少し入る程度で、厳しい状況がまだまだ続く
模様である。 （砕石製造業）

一 般 機 器
○　 前月に引き続き芳しくない。海外工事関係では依然として受注が無く、自動車の金型は
８月まで好調である等組合員間で温度差がある。 (一般機械器具製造業)

○　人員減少によりローテーションせざるをえなく、旋盤・研削加工の教育中。受注分、受
注見込で10月末までの仕事量は確保出来ている。 （特殊産業用機械製造業）

輸 送 機 器
○　上期前半は鉄道、精密加工、産業プラント部門ともに前年に比べ作業量が増加。上期
後半も落ち込むことは無く推移すると見込んでいるが、精密加工部門については秋以降の
見通しが不明であるのが気がかりである。 (鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業
○　お盆用商品の保管で保管数・保管料が増加している。 （乾物卸売業）
○　前月と変わりなく、品物が無いので荷動きも少ない状態。“ふく” も鮮魚も同様。今年は
サンマも不漁で、昨年に続いてウナギも高値である。 （生鮮・魚介卸売業）

○　昨年よりも梅雨明けが早まり、飲料関連商品の売上が増加。 （各種商品卸売業）

小 売 業
○　大手化粧品メーカーによると山口県の売上は前年同月比97％弱とのこと。本来なら夏物
商品が売れる月だが、どの店も状況が厳しい模様である。 （化粧品小売業）

○　梅雨が明け本格的な夏の到来となり、夏物衣料・家電・飲み物などの売上が順調。小
規模事業者への求職者が少なく、さらに若年層の離職者が多い。 （各種商品小売業）

商 店 街
○　お中元商戦、衣料品関係の夏セールを早 と々実施したが、消費が低迷しており、売上が
減少した状態が続いている。 （山口市）

○　今年は例年より暑いのか飲み物取扱店の売上が多少上がっているが、他の業種は伸び悩
んでいる。この夏の暑さでアーケードの人通りも減少している。 （萩市）

サービス業
○　燃費不正問題もあり軽自動車の新車販売台数が大きく落ち厳しい状況である。この販売
減少が３年後、５年後には車検台数の減少となって影響する。 （自動車整備業）

○　九州の「宿泊助成金」が始まった影響で、隣接している下関の稼働率が下降気味である。
熊本地震の影響で外国人の宿泊が未だに回復していない。 （旅館業）

建 設 業
○　岩国地区を除き民間工事・公共工事共減少しているため、１つの物件に応援の総合工
事業者の数が増えている。 （左官業）

○　大手建設業者の決算状況は好転している模様だが、柳井地区の建設業者の決算は変わ
り映えしない状況で、都市部と地方の地域格差があまりにも大きすぎる。 （土木工事業）

運 輸 業
○　国内輸送はやや上向きだが売上は前年同月比約1.5％のアップにとどまった。ドライバー
不足は依然として解消されていない。 （一般貨物自動車運送業）

○　タクシーチケットの取扱金額は、前年同月比▲0.4％（７/１－20）。特定の業種や地域だ
けでなく全体として前年同月並みの需要。 （一般旅客自動車運送業）

そ の 他 ○　介護施設における虐待等の課題を業界全体で見直し、職員一人ひとりの意識向上が必須
である。 （介護事業）

　地区・業種を代表する県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行
政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

平成28年７月期
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「ものづくり補助金活用事例紹介」シリーズ その33

（技術分野）　 　組込みソフトウエア、
電子部品・デバイスの実装

（類　　型）　 　試作開発のみ
（形　　態）　 　ニッチ分野特化型
（会社概要）　 　当社は、マイコン、

シーケンサー、パソコ
ンを活用した高度な制
御技術で設計製作した 
ＦＡシステム、ＰＡシステム、ロボット、各種自動化装置、自動ネスティング等を製
作してきました。特に省力化システムの分野においては、お客様のニーズを的確に
捉え、最新のテクノロジーと良質なサービスをスピーディーに提供することには定
評があります。

（事業概要）　 　本事業では、様々な風車と発電機の組み合わせによる発電出力特性に対応
し、低風速から効率よく風力エネルギーから電気エネルギーを取り出すこと
ができる調整機能を有する汎用コントローラを開発しました。

　　　　　　 　また、風速に応じて、最適な回転数となるように、風車トルクと発電機ト
ルクを一致させるための制御を行えるようにするとともに、強風時の過回転
による装置の破損防止や安全性確保のため、発電停止（カットアウト）やブ

レーキ機能を装備することとしました。
　加えて、１kW以上の発電出力に対応
可能なコントローラの開発に成功する
ことで、より大きな出力のコントロー
ラの開発のノウハウを蓄積することが
できました。

代表取締役社長
福本　秋成 氏

『様々な種類の小型風車に対応可能で、風力エネルギーを無駄な
く電気エネルギーに変換するコントローラを開発』

　本事業では、成果を上げることができましたが、高風速
領域までの運転と風速に合わせて最大発電量を得る調整機
能の最適化が課題として残りました。
　その後、やまぐち産業振興財団の助成金を活用し、残る
課題のすべてを解決することができました。
　ものづくり補助金で事業を行っていることが中央会のＨＰ
に掲載されたことにより県内外の関連事業者に周知され、
いくつかの問い合わせがありました。

試作開発した小型風力発電機

「ものづくり補助金活用事例紹介」シリーズ その34

（技術分野）　　切削加工
（類　　型）　 　試作開発＋設備投資
（形　　態）　 　生産プロセス強化型
（会社概要）　 　当社は、これまで培っ

てきた職人技と最新鋭
の大型設備で、精密
機械加工分野のお客
様のニーズに、設計・
製造組立まで一貫して
対応しています。

　　　　　　 　素材は、一般鋼材はもちろんのこと加工難易度の高い炭素繊維まで対応でき、加
工形状については、発電・航空機分野で使われるインペラのような複雑な形状でも、
当社のマシニングセンタと非接触３次元測定機でご要望に応じることができます。

（事業概要）　 　本事業は、当社が得意とする長尺の丸物が加工できる「CNC複合旋盤」を導入し、炭素繊維を
素材とする製品を市場投入することで、高精度・低コスト・短納期等の高付加価値化を実現する
ものです。

　　　　　　 　当社が注目したのは、自動車製造工程において、被加工部材である車のボディをクレーン搬送
する治具（全長約５ｍ）であり、搬送する際の停止精度を向上させるのに、搬送治具を炭素繊維
製にして軽量化することでした。

　　　　　　 　本事業により設置した「CNC複合旋盤」により、炭素繊維製搬送治具の試作品の製作及び加工
時間短縮効果検証用にシリンダーロッドの製作を行い、大手
プレス加工メーカーでの評価を
得て、その後の受注に繋げるこ
とができました。また、従来方
法との比較検証では加工時間の
短縮化、加工コストの低減につ
いて改善効果がみられました。

代表取締役社長
藤田　禎弘 氏

『飽くなき最先端機械加工技術に挑戦する生産現場力の向上さらに強化』
　当社は今後さらなる生産性向上を目指すために、平成26
年度には、インペラのような複雑な形状を加工するのに３
DCAD/CAMや非接触３次元測定機の導入を図りました。
　また、製造現場における技能の伝承と現場改善のために、
現場作業の見える化を計画しています。これは、作業手順
の来歴を共有することにより、現場の一人ひとりが自分で
問題を見つけ出し、作業プロセスを改善し続けることを目
的としており、このような取組を通じて人材育成に取り組ん
でいます。

CNC複合旋盤の前面

ものづくり補助金活用事例紹介

新立電機株式会社
〒744-0002　下松市東海岸通り１-10
TEL：0833-43-6130　FAX：0833-44-0431
URL：http://www.shinritsu.co.jp/

藤田鉄工株式会社
〒745-0802　周南市栗屋759-29
TEL：0834-25-0443　FAX：0834-26-0288
URL：http://ww51.tiki.ne.jp/~hkkweb/fujita/fujita.html
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お知らせ

商工中金の事業紹介動画の公開について
　商工中金は、今年80周年を迎えるのを機に、その取り組みこ
対する幅広い理解を目指して、その果たす役割・機能などを伝
える紹介映像を制作、動画サイト「ユーチューブ」に公開しま
した。
　商工中金による、こうした公開映像は初であり、制作したの
は業務紹介編（約16分）と６編の取組み事例紹介編（各８分程
度）。事例編では、中小企業の経営課題に対する商工中金の支
援をわかりやすいストーリー仕立てでご紹介しています。今回
のテーマは、「セ一フティネット」、「地域活性化支援」、「もの
づくり支援」、「海外展開支援」、「再生支援」、「女性活躍・地公
体施策支援」。日本の企業数の99％、雇用の７割は中小企業に
よるもの。一般の方でも、地域活性化のカギを握る中小企業について理解しやすい内容としています。
　動画サイト「ユーチューブ」のほか、商工中金ホームページの動画特設サイトでも視聴できます。

ホームページ動画紹介サイト 
（PC版）　http://www.shokochukin.co.jp/syoukai/index.html
（スマートフォン版）　http://www.shokochukin.co.jp/sp/syoukai/index.html

You Tube（公式チャンネル）
https://www.youtube.com/channel/UCngWuivSeQ4HXYzYFhS-8FA

お知らせ 国家試験 平成28年度（後期）

技能検定試験
技能五輪山口県予選大会
働く人々の技能を証明する国家検定試験です。
高度な技能を国や県が公に認めたことが証明されます。

●受検申込期間　10月３日㈪～10月14日㈮まで
● 受検案内（受検申請書）は当協会、市町役場労働担当課、職
業安定所等に用意しています。
●検定実施職種

機械検査／農業機械整備／◎冷凍空気調和機器施工／
◎石材施工／◎建築大工／かわらぶき／◎配管／鉄筋施工／
防水施工／ガラス施工／◎機械・プラント製図／特級等

◎印は技能五輪山口県予選大会職種
（平成６年１月１日以降に生まれた者が予選大会に出場できます。）

お問い合せ先

山口県職業能力開発協会
山口市中央四丁目３－６
☎ 083‒922‒8646
■ホームページでも技能検定のご案内をしています。
　URL  http://y-syokunou.com/
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中央会ＰＲ

組合等の代表者向けのセミナーを開催します！

【日　　時】　平成28年11月17日㈭
【会　　場】　西の雅「常盤」
　　　　　　山口市湯田温泉４丁目６-４　TEL：083-922-0091
【内　　容】　 第１部　講演会　15：00～16：50
　　　　　　　　　　　大谷流「元気の出る」企業経営
　　　　　　　　　　　　講師：大谷　由里子　氏

　吉本興業株式会社では、故・横山やすし氏に殴られた人は大勢いる
が殴ったことがある「伝説のマネージャー」として有名。現在は、『笑い』
を用いたユニークな「人材活性プロデューサー」としてＮＨＫスペシャ
ルや日本経済新聞など多くのメディアで取り上げられ話題。

　　　　　　 第２部　交流会　17：00～18：30
【参 加 料】　講演会のみ：無料、交流会：7,000円 
【問合せ先】　山口県中小企業団体中央会　連携支援第一課　花田・佐々木
　　　　　　TEL：083-922-2606

山口県中小企業団体中央会

トップセミナー

平成28年度組合等情報化推進研修

コース名 開催日時・内容

【Word】
目指せ
CS試験

ワープロ部門
３級！！

H28.10.27㈭ 9:30~16:30
　効率の良い文字入力の方法、言語
バーの使い方、文字の書式設定や移
動・コピー、ページ設定

H28.10.28㈮ 9:30~16:30
　表（罫線）の挿入の仕方、編集を
学習し、表が入ったビジネス文書の
作成

【Excel】
目指せ
CS試験
表計算部門
３級！！

H28.10.31㈪ 9:30~16:30
　データの入力手順、罫線の引き方、
セルの書式設定、数式・関数・相対
参照と絶対参照

H28.11.1㈫ 9:30~16:30
　表の並び替えの仕方、セルの移動・
コピーや、グラフ作成の方法

【会　　場】　山口県商工会館６Ｆ　中央会会議室
　　　　　　山口市中央４-５-16
【資 料 費】　Wordコース　1,836円
　　　　　　Excelコース　1,836円
【問合せ先】　山口県中小企業団体中央会
　　　　　　管理・企画課　松村・前田
　　　　　　ＴＥＬ：083-922-2606

すぐ仕事に使える！IT活用！



きらり★　
人材レター
きらり★　
人材レター

山口県中小企業団体中央会
〒753-0074　山口市中央４丁目５番16号
　　　　　　山口県商工会館６階
☎ 083-922-2606　 Fax 083-925-1860
HP http://axis.or.jp/

印刷製本　株式会社 桜プリント社

　今月は、山口市の山口県繊維加工協同組合の理事長の岡部泰民さんに
お話しをお伺いしました。組合は山口県の繊維加工業界の振興をはかるた
め、昭和46年10月に設立し、1970年代からの円高による国際競争力の低
下に対して、「メイドインジャパンのものづくり文化・精神を守っていきた
い」との思いで金融事業・共同購買事業・教育事業を実施して競争力の
維持を図ってこられました。
　特に、2000年からの10年間は“ジャパンファッションデザインコンテスト”
を山口市で実施し、海外の展示会にも積極的に出店する等してメイドイン
ジャパンである意義を模索。最近は、『日本の山口で作るという原点に還っ
てのものづくり』:『RE維新』をスローガンとした組合活動をされています。
　「今後は、地域のファッションデザイナーの活躍の機会を広げられるよ
うな事業を展開したいと考えています。」と、熱く熱く語って頂きました。

☆合同会社匠山泊
　山口市惣太夫町６番９号　☎ 0839-02-7750　ホームページ：http://www.syouzanpaku.jp/

2016Sep

１．日　　時　平成28年10月19日㈬　午後１時～４時
２．場　　所　いしかわ総合スポーツセンター（石川県金沢市稚日野町北222）
３．スローガン　団結は力　見せよう組合の底力！
４．参 加 者　約2,500名
５．来　　賓　関係大臣、政党代表、中央・地方関係機関の長
６．参 加 料　１人　6,000円
７．主　　催　全国中小企業団体中央会、石川県中小企業団体中央会
※　参考ＨＰ　http://axis.or.jp/info/8327.html
お問い合わせ先　山口県中央会　管理・企画課　☎083-922-2606（担当：山本・松村）

中小企業団体全国大会のご案内

山口県繊維加工協同組合　理事長　岡部　泰民さん
合同会社匠山泊　取締役会長

第２回ものづくり日本大賞


